
産業トピックス Monthly Review P.  1 
 

2014 年 8 月 

株式会社三井住友銀行 企業調査部 

古市 裕也 

 
 

 

 成長が期待されるFA市場と日系メーカーの方向性 
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 工場内の生産工程を自動化するファク

トリー･オートメーション(以下、FA)の

市場は、今後、新興国向け需要の増加や

新分野への導入拡大などによる大幅な成

長が期待されています。政府の改訂｢日

本再興戦略｣による後押しも期待される

なか、高い技術力を武器に同市場をけん

引してきた日系メーカー各社では、この

成長を取り込むべく新たな戦略構築が具

体化され始めています。 

 
FA 市場発展の経緯 

 
 FA とは、工場の生産工程の自動化を意

味し、一般的には溶接や搬送などを行う

産業用ロボットを中心に、生産ラインを

管理する制御機器やセンサなどから成り、

それぞれのメーカーや、機器類を最適に

稼働させるシステムを構築するシステム

インテグレーター(以下､SIer)といった

プレーヤーで市場が形成されています。 

 日本の産業用ロボット開発は、1960 年

代の高度経済成長期に始まったとされ、

自動車業界や電機業界という国内基幹産

業の発展と共に、その一翼を担う格好で

成長を遂げてきました。この過程では、

主要ユーザーであった日系の完成車メー

カーなどが自ら SIer となってシステム

構築を主導し、FA 機器メーカー側は、ユ

ーザーからの最高レベルの技術要求に応

える形で、産業用ロボットや制御機器な

どそれぞれの得意分野に特化して高機能

製品の開発に注力してきた経緯がありま

す。この結果、現在でも日系 FA 機器メ

ーカーの技術優位性は強固で、産業用ロ

ボットでは日系のシェアが世界で 5 割を

超えるなど高い競争力を確立しています。 

 

市場拡大の見通し 

 

 このように先進国での高付加価値製品

を主軸として成長を遂げてきた FA 市場

は、今後も世界の自動車生産台数の増加

などと合わせて拡大が続くとみられてい

ますが、さらに最近では、賃金上昇が続

く中国などの新興国における工場省人化

ニーズの高まり、並びに多品種少量生産

という事業特性から従来不向きとされて

きた医療・食品などの新分野での機器導

入ニーズの拡大、という環境変化を追い

風に、新たなマーケット創出による一段

の成長が期待される状況にあります。 

こうした背景を基に経済産業省では

2020 年の産業用ロボット市場規模が 11

年実績比ほぼ倍増すると試算しており

(図表)、政府でも本年 6 月公表の改訂

｢日本再興戦略｣において｢ロボット革命

の実現｣を挙げ、今後、規制緩和も含め

て産業育成のための戦略策定を行うとの

方針を打ち出しています。 
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日系メーカー各社の取り組み 

 

 すでに FA 機器メーカー側でも、成長

需要を取り込むべく具体的な動きがみら

れるようになっており、高い技術力の一

層の向上を継続化させつつ、これを武器

に従来の延長線とは異なる戦略に着手す

る事例が目立っています。 

 まず新興国需要への対応という点では、

①消費地でのニーズに的確・迅速に対応

すべく現地法人や生産拠点の設立が進ん

でいるほか、②現地での部品・資材の調

達促進、③溶接や組み立て、搬送など複

数の作業工程に対応出来る機種でなく、

単一の機能に絞り込んだ低価格機種を開

発し、既存機種の半額程度での製品化を

目指す事例、などがみられるようになっ

ています。 

 他方、新分野の需要開拓に関しても、

④筐体(キョウタイ)と呼ばれるロボット

の外装部分に新素材を採用し防水性や抗

菌性を高め、医療や食品などの製造現場

で支障なく使える製品が開発されている

事例や、⑤対象分野の優良企業とアライ

アンスを行って相手先の既存販路の活用

やノウハウの共有を目指すケース、⑥従

来なじみの薄かった対象業界で FA 機器

の認知度を高め、営業強化に繋げる取り

組みとして、自社製品の展示場を新設す

る事業者などもみられます。 

 このほか、新興国や新分野のユーザー

は、これまで日系の FA 機器メーカーが

取引してきた相手とは異なり、自社内に

システム構築のノウハウを保有していな

いケースが少なくありません。これをカ

バーするには、FA 機器メーカー側が産業

用ロボットや制御機器などを組み合わせ、

システム構築まで担ったうえで一括納入

していく戦略も重要な選択肢の一つとな

る可能性があります。 

  

今後の課題と方向性 

 

 以上の通り、政府の後押しも受けなが

ら、FA 機器の市場は拡大基調をたどると

期待されますが、一方で日系メーカーが

この拡大需要を捕捉していく過程では、

従来と異なる領域での製品開発、営業手

法などが求められ、これが新たな競合環

境を生むことは不可避とみられます。例

えば、低価格機器の開発では、中国や韓

国などのメーカーが徐々に技術レベルを

高めており、今後、熾烈な価格競争が展

開される可能性があるほか、一括納入の

実績では欧州のメーカーが先行している

との見方もあります。また市場の大幅拡

大を理由に、周辺業界から新規参入が増

加することも想定され、持続的な成長を

遂げていくためのハードルは低くありま

せん。 

 したがって、日系ＦＡ機器メーカーに

とって、今後、競合状況や採算性などを

十分吟味しつつ戦略構築を進めていくこ

とが従来以上に重要となり、機能ごとに

分担してきた国内メーカー同士の協業や、

国境を越えた大型再編などが展開される

可能性も想定されます。これらの巧拙が

長期的な成長需要を取り込むポイントと

もなり得るだけに、各社の戦略から目が

離せません。         (古市) 


